
解析支援サービス（土木構造物）



支援形態 ＜ 種類のパターンより選択可能＞

⚫ シリーズの開発者が解析支援を行います。

⚫ 照査判定結果（ 、 ）が「 」になるまで、繰り返し解析支援を行います。

解析支援サービス

解析メニュー ＜ 種類の解析支援をご提供＞

地中構造物（横断）の耐震解析

河川土構造物の液状化解析

河川 構造物の耐震解析

揚排水機場および上下水道施設の耐震解析

橋梁・橋脚の耐震解析、

地盤と構造物の連成解析

次元地盤・土構造物の 解析

地震時の液状化による構造物被害予測

． 次元斜面安定計算

．地盤の地震応答解析および

液状化判定

◼解析支援フロー

⚫ モデル作成

⚫ 解析 計算

⚫ 解析結果図の提供

⚫ 報告書作成

⚫ 解析データの提供

：一般図、詳細図、配筋図等の各図面から、入力データを作成

：解析 計算・結果の分析および評価

：解析結果図、および結果リスト、 結果ファイルを提供

：システムが自動作成（お客様既定のフォーマットは別途ご相談ください）

：解析 計算に使用した入力データを提供

◼パターン① 初回モデルのみの解析支援（モデル作成、解析処理）を行います。

⚫ 一般図、詳細図、配筋図

⚫ 設計パラメーター、照査条件

お客様

⚫ 成果物一式

（結果リスト、結果図、報告書）

当社

初回モデル
のみの解析
支援を行う

⚫ 解析条件の確認、把握

⚫ モデル化、入力データ作成

⚫ 解析処理、照査、結果の検討

⚫ 成果物の作成

◼パターン② 照査判定結果が「 」になるまで、繰り返しの解析支援を行います。

⚫ 形状図、材料定数

⚫ 設計パラメーター、照査条件

お客様

⚫ 成果物から の判断

⚫ →数値データの変更依頼

⚫ が出るまで繰返し依頼

当社

照査項目が
になるまで
解析支援を
行う

⚫ 解析処理、照査、結果の検討

⚫ →解析データ修正

⚫ 再処理、再照査、再検討

⚫ →成果物を作成

依頼

納品

依頼

繰
り
返
し

仮納品

最終納品

再依頼



解析支援サービス（土木構造物）

設
計
基
準

①東京外郭環状道路基準

②首都高速・阪神高速道路基準

③道路土工基準

④トンネル標準示方書［開削工法編］準拠

解析メニューのご紹介

．地中構造物（横断）の耐震解析（ 、 、 、 ）（ ）

地中構造物の横断方向の線形・非線形地震応答解析を行います

⑤ 設計要領第二集カルバート建設編

⑥道路プレキャストコンクリート工耐震設計要領
カルバート編

地
盤
の

解
析
手
法

① 次元多層地盤モデル（重複反射理論）による
地震応答解析

②均質表層地盤モデルによる簡便法

③地盤応答値の直接入力

非
線
形
特
性

（
Ｍ
～

）

①道路橋示方書・同解説（平成 年）

②道路橋示方書・同解説（平成 年）（平成 年）

③コンクリート標準示方書
Φ

構
造
物
の

解
析
手
法

① による応答震度法

② による動的解析法

③フレーム法による応答変位法

成
果
物

①作図出力（地盤応答値図、骨組図、変形図、断面力図、非線形特性図、耐力照査図）

②リスト 出力（地盤応答、変形、曲げモーメント、軸力、せん断力）

③照査（曲げモーメント、せん断力、層間変形角、破壊形態、等）



解析支援サービス（土木構造物）

．地中構造物（横断）の耐震解析（ 、 、 、 ）（ ）

応答変位法、応答震度法による耐震解析への流れと動的解析等への連携

地
盤
解
析

◼処理の流れ

・地盤の地震応答解析
（ ）

構
造
物
解
析

・構造物の定義
・常時荷重の定義

・構造物の常時解析
（ ）

・構造物の定義
・常時荷重の定義

・復元力特性を モデルで行う地盤応答解析
（ ）

・構造物の地震時解析
（ ）

・構造物の地震時解析
（ ）

◼動的解析等への連携

連
携
処
理

・ 応答地震法と等価な解析モデルによる動的解析
（ ）

・不成層地盤の地震応答解析
・任意形状構造物の地震応答解析
・地震動による動的解析
（ ）

・液状化動的解析のモデルデータ作成 解析
（ ）

・ 次元動的解析プログラム Ⅲのモデルデータ作成

連携

【フレーム】 【 】

解析内容 対象構造物 納品物 実績

⚫ 地中線状構造物（横断方向）を対象とし、レベ

ル 、 地震動による構造物のねばりを考慮した

耐震解析を行います。

⚫ 阪神高速、首都高速、外環道路、 、

の各基準に対応した耐震解析を行います。

⚫ 上下水道

⚫ トンネル

⚫ 共同溝

⚫ 地下駐車場

⚫ 計算結果リスト

⚫ 変形図

⚫ 断面力図

⚫ 結果ファイル

⚫ 道路（ カルバート）の解析

⚫ 函渠工・ 型擁壁の解析

⚫ 地下トンネル（横断）の解析

⚫ 地下歩行者専用通路の解析

⚫ 空港横断地下道の解析

◼例 地中構造物─静的な耐震解析 初回モデルのみの計算

●節点数： ●要素数： ●ケース数※： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

◼例 地中構造物─動的な耐震解析 照査項目が になるまでの計算

●節点数： ●要素数： ●ケース数※： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

価
格

解析モデル 初回ケースの価格（税別） 追加ケースの価格（税別）

単ボックス、 型 円～ 円～

連ボックス 円～ 円～

※ケース数： の内訳は、常時、地震時の解析を行います。

・非線形特性（ φ）の算出

・地盤バネ値設定
・地震時荷重の定義

・ジョイント算定
・地震時荷重の定義



解析支援サービス（土木構造物）

．河川土構造物の液状化解析（ ）

手法による河川土構造物（堤防）の液状化解析を行います

◼処理の流れ

＜堤防のモデル化＞

・形状の定義 ・メッシュ分割
・物性値の設定 ・荷重の設定
・境界条件の設定

＜解析＞

・ 手法による残留変形解析
・ 手法による弾塑性フレーム解析

＜変形照査＞

・天端沈下量≧外水位

◼解析の種類

） 手法による地盤（堤防）の液状化残留変形解析（ ）

） 手法による地盤（堤防、函渠の位置）の弾塑性フレーム解析（ ）

解析内容 対象構造物 納品物 実績

⚫ 「河川構造物の耐震性能照査指針・解説

令和 年 月」に基づき河川堤防および樋

門の液状化に伴う残留変形解析（ 手

法）により、変形量を照査します。

⚫ 堤防

⚫ 樋門 土堤

⚫ 計算結果リスト

⚫ 報告書（自動出力）

⚫ 変形図

⚫ 断面力図

⚫ 結果ファイル

⚫ 地盤（堤防）の液状化残留変形解析

⚫ 地盤（堤防、函渠の位置）の弾塑性

フレーム解析

◼例 堤防─液状化残留変形解析 初回モデルのみの計算

●節点数： ●要素数： ●ステージ数： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

◼例 堤防─液状化残留変形解析 照査項目が になるまでの計算

●節点数： ●要素数： ●ステージ数： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

価
格

解析モデル 初回ケースの価格（税別） 追加ケースの価格（税別）

次元堤防モデル 円～ 円～

◼土構造物の液状化残留変形解析支援サービス

● ～ 節点程度のモデルで、剛性低下率の算定、液状化判定（ 値計算）を実施した場合の例です。

＜連携＞

・位置の変位
・地盤の剛性

函渠の 次元弾塑性フレーム解析
（ ）



解析支援サービス（土木構造物）

．河川 構造物の耐震解析（ 、 、 、 Ⅲ）

河川 構造物（堰・水門・樋門）の耐震解析を行います

◼水門・堰の照査手順

水門・堰のモデル化 プッシュオーバー解析
水門・堰の照査
・水門（柱）、または堰（柱）のどちらかが降伏しないことを照査
・せん断耐力の照査、残留変位の照査

函渠のモデル化 弾塑性フレーム解析
函渠の照査 樋門 門柱の耐震解析
・終局曲げモーメント、
せん断耐力の照査

・水門の照査手順と同様

◼函渠の照査手順

◼解析の種類

次元河川 構造物（フレーム）の地震時保有水平耐力計算～照査（ ）

次元河川 構造物（フレーム）の非線形時刻歴応答解析（ 、 Ⅲ）

次元地盤（ ）＋河川 構造物（フレーム）の非線形動的解析（ 、 Ⅲ）

解析内容 対象構造物 納品物 実績

⚫ 「河川構造物の耐震性能照査指針・解説 令和 年 月」

に基づき河川堤防、堰、水門、樋門の耐震解析を行い

ます。

⚫ 構造物は地震時保有水平耐力計算～照査を行います。

⚫ 堰

⚫ 水門

⚫ 樋門 門柱

⚫ 樋門 函渠

⚫ 計算結果リスト

⚫ 報告書（自動出力）

⚫ 変形図

⚫ 断面力図

⚫ 結果ファイル

⚫ 水門の耐震解析

⚫ 樋門ー門柱の耐震解析

⚫ 樋門ー函渠の耐震解析

⚫ 堰の耐震解析

⚫ 頭首工の耐震解析

◼例 柔構造樋門（堤防と連携）─耐震解析 初回モデルのみの計算

●節点数： ●要素数： ●ケース数※： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

◼例 門柱─耐震解析 照査項目が になるまでの計算

●節点数： ●要素数： ●ケース数※： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

※ケース数： の内訳は、常時、地震時の解析を行います。

価
格

解析モデル 初回ケースの価格（税別） 追加ケースの価格（税別）

単柱堰＋ラーメン形式門柱 円～ 円～

◼ 次元河川 構造物の耐震解析

価
格

解析モデル 初回ケースの価格（税別） 追加ケースの価格（税別）

単柱堰＋ラーメン形式門柱 円～ 円～

◼ 次元河川 構造物の耐震解析



解析支援サービス（土木構造物）

．橋梁・橋脚の耐震解析、地盤と構造物の連成解析（ Ⅲ、 ）

汎用 次元動的解析プログラム Ⅲを用いて構造物の耐震解析を行います

⚫ 橋梁の 次元 次元耐震解析、構造物（橋梁、建屋）と地盤の連成解析等を行います

⚫ ソリッド要素、シェル要素、軸対称要素、骨組要素、ファイバー要素、バネ要素でモデル化します

道路橋示方書（平成 年）に対応した橋梁の耐震解析を行います

⚫ 橋脚の地震時保有水平耐力法計算、橋梁のプッシュオーバー解析、非線形動的解析を行います

⚫ 骨組要素、スカラーバネ要素でモデル化します

解析内容 対象構造物 納品物 実績

⚫ 道路橋示方書（平成 年 月）に 対応し、

次元 次元の骨組モデル、 モデルに

よる道路橋および地中構造物の耐震解析を

行います。

【 、 Ⅲ】

・静的解析

・地震時保有水平耐力法計算

・プッシュオーバー解析

・線形時刻歴応答解析

・非線形時刻歴応答解析

【 Ⅲ】

・地中埋設物の応答変位解析

・港湾施設の耐震解析

【 、 Ⅲ】

・桁橋

・ラーメン橋

・ 高架橋

・曲線橋

・斜π橋

・アーチ橋

・ 橋

【 Ⅲ】

・地中構造物

・港湾施設

【 、 Ⅲ】

・計算結果リスト

・報告書（自動出力）

・モデル図

・変形図

・断面力図

・履歴図

・ 結果ファイル

【 、 Ⅲ】

・多径間連続桁橋の解析

・ラーメン橋の解析

・斜π型ラーメン橋の解析

・鋼アーチ橋の解析

・ジャンクションの解析

・歩道橋の解析

・水門の管理橋の解析

・ジャケット式桟橋の解析

・地中構造物の縦断方向解析

◼例 径間の桁橋─非線形動的解析 照査項目が になるまでの計算（ ）

●節点数： ●要素数： ●ケース数※： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

※ケース数： の内訳は、橋軸方向、直角方向の加振に対し、タイプⅠ Ⅱの 波平均処理を行います。

価
格

解析モデル 初回ケースの価格（税別） 追加ケースの価格（税別）

橋軸方向、直角方向 円～ ケース当たり 円 回以上： 円

⚫ 反力分散支承を有する 径間桁橋の例です。解が収束安定するまで行うと 円（税別）程度の料金となります。



解析支援サービス（土木構造物）

． 次元地盤・土構造物の 解析（ 、 ）（ ）

次元地盤・土構造物の変形、圧密、浸透流、液状化、動的の解析を行います

◼解析の種類

高盛土に対応した残留変位量の計算：
平成 年 月に発刊された 『設計要領第一集』の『土工編第 章高盛土・大規模盛土』に対応し

た解析を行います。（盛土の地震応答解析を行った後に、すべり土塊の平均加速度を求めてニューマー

ク法により､残留変位量を算定します）

解析内容 対象構造物 実績

⚫ トンネル

⚫ 開削トンネル

⚫ 山岳トンネル

⚫ 掘削近傍施工

⚫ 報告書（入力条件、解析結果、考察）

⚫ 計算結果リスト

⚫ 変形図

⚫ 断面力図

⚫ 結果ファイル

⚫ 空港横断地下道の地盤解析

⚫ 地盤掘削に伴うトンネルへの影響解析

⚫ 開削トンネル施工時の周辺影響解析

⚫ 軟弱地盤に盛土施工する場合の周辺地盤への影響解析

⚫ 地下歩道の近接施工に対する影響解析

⚫ トンネル掘削時の橋台への影響解析

⚫ 国道鞘管設計のための地盤解析

静的解析と動的解析（等価線形化法）の重ね合わせ
地盤・土構造物の静的解析と動的解析を行い、結果の重ね合わせを行うことにより、

液状化の判定（ 値図の出力）を行います
：

浸透流解析と斜面安定解析との連携 地盤・土構造物の浸透流解析を行い、求めた等水圧値で斜面安定解析を行います：

手法による液状化残留変形解析 手法による液状化に伴う残留変形解析を行い、変形量・断面力を照査します：

動的解析 地震応答解析（等価線形化法）
地盤と構造物を一体化したモデル（地盤と構造物の相互作用を考慮）で

地震動による動的解析（等価線形化法）を行い、地盤・土構造物の耐震照査を行います
：

浸透流解析（定常 非定常） 堤防、ダム等の降雨、水位変化による水位変動を照査します：

地盤変形解析（線形 非線形 弾塑性） 線形解析、非線形解析、弾塑性解析を行い、地盤・土構造物の変形量・断面力を照査します：

圧密解析（土・水連成）
関口・太田モデルを用いた軟弱地盤の圧密沈下解析を行い、

地盤・土構造物の変形量・断面力を照査します
：

地盤と非線形構造物の相互作用による動的解析
地盤と非線形構造物を一体化したモデル（地盤と構造物の相互作用を考慮）で

地震動による動的解析を行い、構造物の耐震照査を行います
：

地
盤
の
モ
デ
ル
化

非線形構造物のモデル化

地
震
応
答
解
析

構
造
物
の
照
査

Φ

非線形（M－Φ）の構造部材

◼利用方法

ステップ を使用

ステップ を使用

自重解析
初期せん断
変形係数

残留変位量
・正側地震の平均値 ・負側地震の平均値

地震波
（ ） 地震応答解析（ ）

全節点応答加速度
（ ）

地震波
（ ） 地震応答解析（ ）

全節点応答加速度
（ ）

地震波
（ ） 地震応答解析（ ）

全節点応答加速度
（ ）

すべり土塊内の等価加速度

等価加速度＝
Σ

Σ ×

：抽出した各節点の質量
：抽出した各節点の応答加速度

ニューマーク法計算 すべり土塊内の
等価加速度

盛土の締固め効果による
せん断強度特性を反映

地盤と非線形構造物を
モデル化

【例：タイプⅡの計算】



解析支援サービス（土木構造物）

． 次元地盤・土構造物の 解析（ 、 ）（ ）

価
格

解析オプション 初回ケースの価格（税別）

高盛土に対応した残留変位量の計算 円～

地盤と構造物の相互作用による動的解析 円～

圧密解析（土・水連成） 円～

地盤変形解析（線形 非線形 弾塑性） 円～

浸透流解析（定常 非定常） 円～

動的解析 地震応答解析（等価線形化法） 円～

手法による液状化残留変形解析 円～

浸透流解析と斜面安定解析との連携 円～

静的解析と動的解析の重ね合わせ 円～

渡辺・馬場法によるダム耐震性能照査 円～

詳細ニューマーク 法によるため池の地震時滑動変位量計算 円～

⚫ 動的解析および液状化解析の料金は、初期応力解析の費用を含めた料金です。

◼例 渡辺・馬場法によるダム耐震性能照査

●節点数： ●要素数： ●ステージ数： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

・ダムの耐震照査は、浸透流解析、地盤変形解析、動的解析を連携して利用する解析です。

・ 節点程度の 次元モデルで変形量の注目点を 点程度取った場合の例です。

解析モデル図 浸透流解析

（圧力水頭コンター図）

築堤終了時

（σｙ：上下方向応力コンター図）

湛水解析

（σｙ：上下方向応力コンター図）

引き戻し計算図 動的解析

（水平方向最大加速度分布図）

渡辺・馬場法の円弧すべり設定 渡辺・馬場法による

すべり量の時刻歴図

◼例 地盤の圧密解析 初回モデルのみの計算

●節点数： ●要素数： ●ステージ数： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

◼例 高盛土に対応した残留変位量の計算

●節点数： ●要素数： ●ステージ数： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

：

主応力コンター図

：

方向加速度図

：

安全率図

：

滑動変位量の時刻歴図



解析支援サービス（土木構造物）

．地震時の液状化による構造物被害予測（ ）

地震動による地盤や構造物の残留変形、応力等を求める液状化解析を行います

平成 年に（旧）運輸省港湾技術研究所（現在の国立研究開発法人港湾空港技術研究所）において開発された『有効応力解析に基づく液状化解

析プログラム（ ： ）』 を用いて、液状化する地盤上に構築された構造物の地震による

被害を予測します。
〈富士通 株式会社は、 コンソーシアムの会員です〉

◼解析用途

●液状化を伴う地盤（港湾、空港）の変形解析 ●地盤改良による液状化対策効果の検討

◼特長

価
格

解析モデル 初回ケースの価格（税別） 追加ケースの価格（税別）

河川堤防モデル 円～ 円～

港湾構造物（矢板式護岸）モデル 円～ 円～

◼例 堤防の解析

●節点数： ●要素数： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

◼例 港湾構造物の解析（段階法による築堤解析）

●節点数： ●要素数： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

解析内容 対象構造物 納品物 実績

⚫ 液状化を考慮した地盤～構造物連成解析に

よる被害予測を適切に評価し、有効応力法

非線形動的解析プログラム を用いて、

地震動による地盤や構造物の残留変形、

構造部材に生じる応力等を求めます。

⚫ 港湾・空港等の耐震性照査に利用します。

⚫ 矢板式岸壁

⚫ ケーソン式岸壁

⚫ 盛土構造物

⚫ 成層地盤

⚫ 傾斜地盤

⚫ 地中構造物

⚫ 基礎 （浅・深）

⚫ 計算結果リスト

⚫ 残留変位量

⚫ 最大変位量

⚫ 断面力図

⚫ 有限要素法による 次元動的有効応力解析

を行います。

⚫ 地盤液状化時における過剰間隙水圧上昇に

伴う有効応力の減少、土のせん断弾性係数

の低下を考慮します。

⚫ 土の材料非線形性、矢板・杭等の材料非線

形性、及び土や部材間の接触面における滑

りや剥離等の非線形性を取り扱います。

土のせん断応力～せん断ひずみの非線形関係：多重せん断バネモデルを採用

過剰間隙水圧モデル ：京都大学）井合モデルを採用

変位～ひずみ関係 ：微小ひずみ理論を採用

土の間隙水 ：非排水条件を採用

構造部材 ：地盤、海水等の流体部材、矢板・ケーソン等の構造部材

流体 ：非圧縮性を仮定

側方境界、底面境界 ：粘性境界（地盤の半無限性を表現）

地震波 ：基盤面を一様加振（上下・水平同時加振も可能）

非線形性 ：土、矢板、杭

その他 ：土や部材間の接触面における滑り、剥離

液状化による
構造物被害予測プログラム

・モデル作成
・物性値入力

・境界条件入力

・数値出力
・コンター図

・ベクトル図
・ グラフ

（ダムの耐震照査は、浸透流解析、地盤変形解析、動的解析を連携して利用する解析です）



解析支援サービス（土木構造物）

． 次元斜面安定計算（ 、 ）

を利用して地図情報を読み込み、 次元の斜面安定計算を行います

解析内容 対象構造物 納品物 実績

⚫ 解析方法

・ホフランド法

・修正ホフランド法

・簡易ビショップ法

・簡易ヤンブー法

⚫ 計算種別

・最小安全率計算

・最大抑止力計算

・モンテカルロシミュレー

ション

⚫ 計算種別

・山間部

・急峻な地形

⚫ 盛土

・谷埋め盛土

・大規模宅地造成地

⚫ 計算書（入力条件、

解析結果、考察）

⚫ 計算結果リスト

⚫ すべり面形状図

⚫ 推力ベクトル図

⚫ すべりバランス図

⚫ 結果ファイル

⚫ （アークジーアイエス）を利用した計算

国土地理院のサイト等から基盤情報を に取

り込み、地形を作成します。

⚫ すべり面を固定して計算

次元 データから、すべり面を作成・計算を行

います。

⚫ モンテカルロシミュレーションによる繰り返し計算

異なる楕円球体のすべり面を作成し最小安全率、

最大抑止力すべり面を探索します。

⚫ 複数層の設定、水平震度の設定が可能

◼例 次元斜面安定計算 初回モデルのみ計算

●地層数： 層 ●要素数： ●ケース数： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

入力画面 モデル図 推力ベクトル図 すべりバランス図

価
格

解析モデル 初回ケースの価格（税別） 追加ケースの価格（税別）

次元自然斜面モデル 円～ 円～



解析支援サービス（土木構造物）

．地盤の地震応答解析および液状化判定（ ）

地盤の応答解析結果および簡易判定法により、地盤の液状化判定を行います

解析内容 地震応答解析 解析内容 液状化判定 納品物

種類の地震応答解析を行うことができます

⚫ 等価線形化法による水平地盤の非線形解析

⚫ 有効応力に基づく一次元地震応答解析プログラム

による水平地盤の有効応力解析

・ひずみに依存する非線形性の考慮

・繰り返しせん断による過剰間隙水圧発生の考慮

・過剰間隙水圧の消散、その過程における地下水の流

れの考慮

⚫ による水平地盤の非線形解析

・ 次元の 用データの読み込みから液状化判定ま

でを一連で計算

⚫ 最大せん断応力値法

・港湾の施設の技術上の基準・同解説

（平成 年改訂版、平成 年 月）

⚫ 値法（ 値の算出が可能）

・道路橋示方書・同解説

（平成 年 月、平成 年 月）

・建築基礎構造設計指針

（令和元年 月、平成 年 月）

・河川構造物の耐震性能照査指針・解説

（平成 年 月）

⚫ 計算用加速度波形図

⚫ γ曲線、 γ曲線図

⚫ 時刻歴応答図､伝達関数図

⚫ 応答スペクトル曲線図

⚫ 最大応答値深度分布図

⚫ 任意時刻応答値深度分布図

⚫ 加速度フーリエスペクトル図

⚫ 有効鉛直圧、過剰間隙水圧、

応力─ひずみ、有効応力経路

⚫ 液状化判定図

⚫ 等価 値～等価加速度図

◼例 液状化判定 初回モデルのみの計算

●地層数： 層 ●ケース数： ●工期： 日間 ●解析支援サービス費： 円（税別）

モデル図 最大応答値深度分布図 値法液状化判定図 報告書（液状化判定）

価
格

解析モデル 初回ケースの価格（税別） 追加ケースの価格（税別）

水平地盤の地震応答解析モデル 円～ 円～

水平地盤の液状化判定モデル 円～ 円～

Ⅲ

：地中構造物（横断方向）の耐震設計支援システム

：道路カルバートの耐震設計システム

：道路橋示方書対応 橋梁の耐震設計支援システム

：土木・建築向け汎用 次元動解析システム（開発元：大成建設株式会社、株式会社アーク情報システム）

： 次元 地盤解析支援システム（地盤変形解析・圧密解析・浸透流解析・動的解析（等価線形化法）

・液状化解析・ 手法による残留変形解析・地盤と非線形構造物の相互作用による動的解析）

： 手法による堤防の解析と河川 構造物の耐震設計支援システム

： 次元斜面安定計算システム

： 次元斜面安定計算システム

：液状化判定システム（地震応答解析対応）

：地震時の液状化による構造物被害予測支援システム（開発元：国立研究開発法人港湾空港技術研究所）

：地理情報システム（開発元：米国カリフォルニア州 社）

◼サービスに使用するシステム

◼ ポータルのご紹介

シリーズ（土木パッケージ）の最新情報をお知らせしています。

または



■お問い合わせ、ご用命は下記にお申し付けください。

本カタログに記載の内容は 年 月現在のものです。内容は予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。

土木関連ソフトに関する最新情報はこちらでご確認ください。
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